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第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会準備経過 
年  月  日 内                 容 

平成２７年 １月１４日 

 

公益財団法人宮崎県体育協会（以下「県体協」という。）臨時理事会及び評議員

会において、「平成３８年第８１回国民体育大会の宮崎県開催招致」を決議 
 

２月１２日 

 

県体協が県、県議会及び県教育委員会に「平成３８年第８１回国民体育大会の

宮崎県開催招致要望書」を提出 
 

２月２５日 

 

知事が第４回県議会定例会において、「平成３８年第８１回国民体育大会及び

第２６回全国障害者スポーツ大会の宮崎県開催招致」を表明 
 

３月１３日 

 

第４回県議会定例会において、「平成３８年第８１回国民体育大会及び第２６

回全国障害者スポーツ大会の宮崎県開催招致に関する決議」を全会一致で議決 
 

３月１６日 

 

定例教育委員会において、「平成３８年第８１回国民体育大会及び第２６回全

国障害者スポーツ大会の宮崎県開催招致に関する決議」を議決 
 

４月１７日 

 

知事が文部科学省に「平成３８年第８１回国民体育大会開催要望書」と「平成

３８年第２６回全国障害者スポーツ大会開催要望書」を提出 

 知事が公益財団法人日本体育協会（以下「日体協」という。）に「平成３８年

第８１回国民体育大会開催要望書」を、公益財団法人日本障がい者スポーツ協会

に「平成３８年第２６回全国障害者スポーツ大会開催要望書」を提出 
 

６月１１日 

 

日体協第１回国体委員会において、「平成３８年第８１回国民体育大会開催申

請書提出順序了解県」として承認 
 

７月２２日 

 

日体協第３回理事会において、「平成３８年第８１回国民体育大会開催申請書

提出県」として了解（宮崎県開催が内々定） 
 

平成２８年 ４月 １日 宮崎県教育庁スポーツ振興課に国体準備担当を設置 
 

平成２９年 ４月 １日 宮崎県教育庁に国体・高校総体準備室を設置 
 

１０月３０日 第８１回国民体育大会宮崎県準備委員会設立総会・第１回総会及び第１回常任

委員会を開催 
 

１１月１４日 第１回総務企画専門委員会及び第１回施設整備専門委員会を開催 
 

１１月１７日 第１回競技運営専門委員会を開催 
 

１２月１４日 第１回市町村担当者会議及び第１回競技団体担当者会議を開催 
 

平成３０年 ４月 １日 宮崎県総合政策部に国体準備課を設置 
 

５月２２日 第２回総務企画専門委員会を開催 
 

７月 ９日 第２回常任委員会及び第２回総会を開催 
  

７月２４日 第１回広報・県民運動専門委員会を開催 
 

７月３１日 
 

第２回市町村担当者会議及び第２回競技団体担当者会議を開催 
 

１０月２９日 第３回総務企画専門委員会を開催 
 

 

［報告事項１］ 

報告事項（１） 



年  月  日 内                 容 

１２月１９日 第２回競技運営専門委員会及び第２回広報・県民運動専門委員会を開催 
 

平成３１年 １月３１日 第３回常任委員会を開催 
 

２月 ６日  第４回総務企画専門委員会を開催 
 

３月１５日  第３回市町村担当者会議及び第３回競技団体担当者会議を開催 
 

４月 １日 国体準備課を国民スポーツ大会準備課に改称 
 

令和元年 ５月３０日  第５回総務企画専門委員会を開催 
 

７月 １日 

 
 

第４回常任委員会及び第３回総会を開催 

 「第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会宮崎県準備 

委員会」に改称 
 

７月 ９日 
 

第３回広報・県民運動専門委員会を開催 
 

８月 ２日 
 

第１回開催基本構想策定検討部会を開催 
 

８月２８日 第４回市町村担当者会議及び第４回競技団体担当者会議を開催 
 

１１月１２日 
 

第６回総務企画専門委員会を開催 
 

１２月１６日 
 

第１回全国障害者スポーツ大会専門委員会を開催 
 

１２月１７日 第２回開催基本構想策定検討部会を開催 
 

１２月２０日 第５回市町村担当者会議及び第５回競技団体担当者会議を開催（合同開催） 
 

令和２年 １月１６日 
 

第１回愛称・スローガン、マスコットキャラクター部会を開催 
 

      １月３１日 
 

第７回総務企画専門委員会を開催 
 

      ２月 ５日 
 

第４回広報・県民運動専門委員会を開催 
 

      ２月 ７日 
 

第３回開催基本構想策定検討部会を開催 
 

      ２月１７日 
 

 第５回常任委員会を開催 
 

      ３月１８日 
 

第６回市町村担当者会議及び第６回競技団体担当者会議（資料配付のみ） 
 

６月２５日 
 

第８回総務企画専門委員会を開催 
 

６月２５日 
 

第２回愛称・スローガン、マスコットキャラクター部会を開催 
 

 ７月 ６日 
 

第６回常任委員会を開催 
 

７月２９日 
 

第２回全国障害者スポーツ大会専門委員会を開催（書面開催） 
 

８月 ７日 
 

第４回総会を開催（書面開催） 
 

８月２０日 
 

第７回市町村担当者会議を開催（テレビ会議） 
 

８月２４日 
 

第７回競技団体担当者会議を開催 
 

９月２４日 
 

第３回愛称・スローガン、マスコットキャラクター部会を開催 
 

１０月１５日 日本スポーツ協会臨時国体委員会において、本県の国民スポーツ大会開催年が

令和９年（２０２７年）に変更され、開催申請書提出順序了解県（内々定県）

として再決定 
 



年  月  日 内                 容 

１１月 ９日 
 

第５回広報・県民運動専門委員会を開催 
 

１２月１８日 
 

第３回全国障害者スポーツ大会専門委員会を開催 
 

１２月２３日 
 

第１回輸送・交通専門委員会を開催 
 

１２月２４日 
 

第３回競技運営専門委員会を開催 
 

令和３年  １月１８日 
 

 第９回総務企画専門委員会を開催（書面開催） 
 

      ２月 １日 
 

 第７回常任委員会を開催（書面開催） 
 

      ３月１８日 
 

 第６回広報・県民運動専門委員会を開催 
 

      ３月２２日 
 

 第８回市町村担当者会議を開催（テレビ会議） 
 

      ３月２３日 
 

 第１回宿泊・衛生専門委員会を開催 
 

      ６月 ８日 
 

 第４回全国障害者スポーツ大会専門委員会を開催 
 

      ６月 ９日 
 

 第１０回総務企画専門委員会を開催 
 

      ７月 ５日 
 

 第８回常任委員会を開催 
 

      ８月 ６日 
 

 第５回総会を開催（書面開催） 
 

     １０月１１日 
 

 第９回市町村担当者会議・第８回競技団体担当者会議を開催（合同開催） 
 

     １１月２２日 
 

 第２回輸送・交通専門委員会を開催 
 

     １２月１５日 
 

 第４回競技運営専門委員会を開催 
 

  
 



      
 

 
第８１回国民スポーツ大会及び第２６回全国障害者スポーツ大会 

会場地市町村選定・開催予定施設変更について 
  
 
  県準備委員会第８回常任委員会（令和３年７月５日開催）において、下記の会場地について選
定・開催予定施設を変更した。 

 
 
 
１ 第８１回国民スポーツ大会 正式競技開催予定施設の変更 

 
 
２ 第２６回全国障害者スポーツ大会 開・閉会式会場 

                 ※荒天等により屋内で実施の場合「都城市総合文化ホール」 
 
 

３ 第２６回全国障害者スポーツ大会（第２次選定） 

 
 
 
 

番号 競技（種目） 種 別 市町村 
開催予定施設 

変更前 変更後 

１ 弓道 近的 全種別 串間市 串間市営弓道場 串間市民総合体育館 

番号 内容 開催予定施設 

１ 開・閉会式 （仮称）新宮崎県陸上競技場 

番号 競 技 障がい種別 市町村 開催予定施設 

１ フライングディスク 身体・知的 宮崎市 
ひなた宮崎県総合運動公園 
ひなた陸上競技場 

２ ボッチャ 身体 都城市 早水公園体育文化センター 

３ バスケットボール 知的 延岡市 （仮称）新宮崎県体育館 

４ 車いすバスケットボール 身体 延岡市 （仮称）新宮崎県体育館 

５ バレーボール 

身体 都城市 早水公園体育文化センター 

知的 日南市 日南市北郷体育館 

精神 小林市 小林市市民体育館 

報告事項（２）－① 



国民スポーツ大会

■ ･･･正式競技、特別競技

● ･･･公開競技

◆ ･･･ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝｽﾎﾟｰﾂ

全国障害者スポーツ大会

□ ･･･正式競技

第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会
　会場地市町村選定状況一覧【市町村別】

延岡市

門川町

日向市

■ホッケー

都農町

■軟式野球

■バドミントン

高鍋町

新富町

■水泳（競泳、水球、ＡＳ） ■ソフトボール［成女］

■テニス ■ライフル射撃（ＣＦＰ）

■ハンドボール［少男・少女］■ラグビーフットボール

■自転車（トラック） ■空手道

■ソフトテニス［少男・少女］■ボウリング

■卓球 ■ゴルフ

□水泳［身・知］ □ボウリング［知］

□卓球（ＳＴＴ含む）［身・知・精］

□フライングディスク［身・知］

宮崎市

都城市

高原町

小林市
■フェンシング

国富町

高千穂町

延岡市日之影町

高千穂町

五ヶ瀬町

諸塚村

門川町

美郷町

椎葉村

西米良村

日向市

都農町

川南町

高鍋町

新富町

宮崎市

日南市

串間市

三股町

都城市

小林市

高原町

えびの市

綾町

国富町

西都市
木城町

日之影町

木城町

西都市

綾町

五ヶ瀬町

えびの市

川南町

■軟式野球

■トライアスロン

串間市

■弓道

■自転車（ロード）

●グラウンド・ゴルフ

日南市

三股町

■銃剣道

第３号・第４号議案 参考

・成男＝成年男子

・成女＝成年女子

・少男＝少年男子

・少女＝少年女子

・ 身 ＝身体障がい者が出場できる競技

・ 知 ＝知的障がい者が出場できる競技

・ 精 ＝精神障がい者が出場できる競技

諸塚村

■サッカー［少男］

■ボート

□サッカー［知］

■水泳（ＯＷＳ）

■バレーボール（６人制）［成女］

■体操（競技・新体操）

■軟式野球

■柔道

■ソフトボール［成男］

●武術太極拳

●パワーリフティング

□フットベースボール［知］

□バスケットボール［知］

□車いすバスケットボール［身］

■軟式野球

■ソフトボール［成男］

■バレーボール（ビーチバレー）

■軟式野球

■ソフトボール［少男・少女］

◆サーフィン

□ソフトボール［知］

■バレーボール（６人制）［成男］

■レスリング

■セーリング

■高等学校野球

●綱引

□バレーボール［知］

■陸上競技

■バレーボール（６人制）［少男］

■バスケットボール［成男・成女］

■ソフトテニス［成男・成女］

●ゲートボール

●バウンドテニス

◆パークゴルフ

□陸上競技［身・知］ □ボッチャ［身］

□バレーボール［身］

■アーチェリー

□アーチェリー［身］

■バレーボール（６人制）［少女］

■体操（トランポリン）

■ウエイトリフティング

□バレーボール［精］

■ボクシング

■サッカー［成男］

■ハンドボール［成男・成女］

■馬術

■サッカー［少女］

■軟式野球

■スポーツクライミング

●エアロビック

◆AJTAスポーツ玉入れ

■相撲

■剣道 ■なぎなた

■水泳（飛込）

県外

報告事項（２）－① 参考



 

 

 
 

第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 
宿泊基本方針 

 

 

第８１回国民スポーツ大会（以下「国スポ」という。）及び第２６回全国障害者スポー

ツ大会（以下「障スポ」という。）に参加する選手・監督、役員、視察員、報道員及びそ

の他関係者（以下「参加者」という。）の宿泊及び食事については、国スポ及び障スポ（

以下「大会」という。）の参加者がそれぞれの分野で十分な活躍できるよう、おもてなし

の心で温かく迎えるとともに、宮崎の多彩な魅力を全国へ発信するため、次の方針に基づ

き実施する。 

 

１ 宿 舎 

（１）参加者の宿舎は、原則として、会場地市町村内の旅館（旅館業法の許可を受けて営

業を行う旅館、ホテル及び簡易宿所をいう。以下同じ。）を利用する。 

（２）会場地市町村内の旅館で参加者の収容が困難な場合は、その地域の実情に応じ、関

係機関・団体等と協議の上、公共施設、民家等及び近隣市町村（原則として県内）の

旅館等を利用する。 

（３）風紀上、衛生上及び安全対策上等の理由により、支障があると認められる施設は宿

舎として利用しない。 

 

２ 配 宿 

（１）国スポにおける選手・監督及び競技会に関わる役員(以下｢選手・監督等｣という。)

の配宿は、競技会場及び練習会場までの交通状況等を考慮し、会場地市町村が行う。 

   ただし、近隣市町村(原則として県内)の旅館等に配宿する場合及び選手・監督 

等を除く参加者の配宿は、県と会場地市町村が協議して行う。 

   障スポ参加者の配宿については、県が行う。 

（２）大会の選手・監督の宿舎は、都道府県別、競技別、競技種別及び男女別を考慮して

配宿する。 

（３）役員、視察員、報道員等の宿舎は、原則として、選手・監督の宿舎とは別にする。 

（４）障スポ参加者にとって、利用しやすい宿泊施設に配宿するよう努める。 

 

３ 宿泊料金 

  国スポ参加者の宿泊料金は、県準備（実行）委員会及び旅館等の関係団体との協議を

経て、公益財団法人日本スポーツ協会において決定する。 

  障スポ参加者の料金は、国スポ宿泊料金を基本とし、県準備（実行）委員会が決定す

る。 

 

４ 食 事 

  参加者に提供する食事は、安全・安心で栄養バランスに配慮するとともに、温暖な気

候、豊かな自然に恵まれた宮崎県ならではの多彩な食文化と新鮮な農林水産物を生かし

た郷土色豊かなものを提供する。 

令和 3 年(2021 年)7 月 5 日 
第 ８ 回 常 任 委 員 会 決 定 報告事項（２）－② 



 

 

 
 

第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 
医事・衛生基本方針 

 

第８１回国民スポーツ大会（以下「国スポ」という。）及び第２６回全国障害者スポー

ツ大会（以下「障スポ」という。）に参加する選手・監督、役員、視察員、報道員及びそ

の他関係者並びに一般観覧者（以下「参加者等」という。）の医事・衛生については、関

係機関・団体等の協力を得て、清潔で快適な環境の下で十分な活躍と観覧ができるよう、

次の基本方針に基づき実施する。 

 

１ 医療救護 

  参加者等の傷病の発生に速やかに対処するため、関係機関・団体等の協力を得て、応

急処置及び医療機関への移送等の実施に必要な医療救護体制を整える。 

 

２ 防 疫 

  参加者等の感染症の発生を予防し、そのまん延を防止するため、関係機関・団体等の

協力を得て、防疫体制を整えるとともに、防疫に関する知識の普及及び意識の一層の啓

発を図る。 

 

３ 食品衛生 

  参加者等の食の安全・安心を確保するため、関係機関・団体等の協力を得て、宿舎及

び食品取扱施設等の監視、指導を行うとともに、食品衛生に関する知識の普及及び意識

の一層の啓発を図る。 

   

４ 環境衛生 

  参加者等に清潔で快適な環境を提供するため、関係機関・団体等はもとより、広く県

民の協力を得て、宿舎の衛生対策、廃棄物の適正処理・発生抑制・リサイクルの推進、

衛生害虫等の駆除、飲料水の衛生対策、動物の適正管理等に努めるとともに、環境衛生

に関する知識の普及及び意識の一層の啓発を図る。 

 

５ 馬事衛生 

  馬術競技出場馬の健康保持のため、関係機関・団体等の協力を得て、必要な防疫措置

等を行い、伝染病の発生防止に努めるとともに、傷病の発生に速やかに対応できる診療

体制を整える。 

 

令和 3 年(2021 年)7 月 5 日 
第 ８ 回 常 任 委 員 会 決 定 報告事項（２）－③ 



議  事 

 

 

第８１回 国 民 ス ポ ー ツ 大 会  

第２６回 全国障害者スポーツ大会 

宮崎県準備委員 会 
 

 

第２回宿泊・衛生専門委員会 
 

 

 

 

 

 

（１）第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 

宿泊基本計画（案）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ１～Ｐ２ 

（２）第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 

   医事・衛生基本計画（案）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ３～Ｐ４ 

（３）第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 

   宿泊基本方針改正（案）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ５～Ｐ６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年１２月１７日（金） 

県防災庁舎防５２・５３号室 

資料２ 



 

第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 
宿泊基本計画（案） 

 
 

第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会宿泊基本方針に基づき、

県、会場地市町村及び関係機関・団体等は、相互に緊密な連携を図り、第８１回国民スポ

ーツ大会（以下「国スポ」という。）及び第２６回全国障害者スポーツ大会（以下「障ス

ポ」という。）の宿泊業務を円滑に推進する。 

 

１ 配宿業務の実施 

（１）宿舎に関する調査の実施 

  ［国スポ］ 

   選手・監督、役員、視察員、報道員及びその他の関係者（以下「参加者」という｡）

の配宿計画の作成に資するため、県と市町村が連携し、宿舎に関する調査を実施する｡ 

  ［障スポ］ 

   参加者の配宿計画の作成に資するため、県は、宿舎に関する調査を実施する。 

（２）宿泊予定者数の把握 

   配宿計画の作成に必要な各都道府県の宿泊予定者数を把握するため、県は、各都道

府県等への宿泊意向調査を実施する。 

（３）仮配宿計画の作成 

  ［国スポ］ 

   宿舎に関する調査、先催県の参加者の実績及び宿泊意向調査に基づき、県と会場地

市町村が連携し、仮配宿計画（会場地市町村ごとに参加者をどの宿泊施設に割り振る

かのシミュレーションを行い作成した計画をいう。以下同じ。）を作成する。 

  ［障スポ］ 

   宿舎に関する調査、先催県の参加者の実績および宿泊意向調査に基づき、県は、仮

配宿計画を作成する。 

（４）宿泊施設の充足対策 

  ［国スポ］ 

   仮配宿計画において、会場地市町村内の旅館（旅館業法の許可を受けて営業を行う

旅館、ホテル及び簡易宿所をいう。以下同じ。）のみでは参加者の収容が困難な場合

は、会場地市町村が、会場地市町村内の旅館の客室提供の促進、近隣（原則として県

内）市町村旅館の利用、公共施設等の転用及び民家の利用など、必要な充足対策を行

う。 

   なお、充足対策が円滑に遂行できるよう、必要に応じ、県及び会場地市町村等によ

る連絡会議を設置する。 

  ［障スポ］ 

   仮配宿計画において、会場地市町内の旅館のみでは参加者の収容が困難な場合は、

県は、広域配宿を行うなど必要な充足対策を行う。 

（５）配宿計画の作成 

  ［国スポ］ 

   県と会場地市町村は、仮配宿計画等に基づき、市町村ごとの宿泊人数を調整の上、

配宿計画を作成する。 

 

第１号議案 



 

  ［障スポ］ 

   県は、仮配宿計画等に基づき、市町村ごとの宿泊人数を調整の上、配宿計画を作成

する。 

（６）宿泊環境の整備 

  ［障スポ］ 

   参加者が快適に宿泊できるよう、県は、必要に応じて、宿泊支援用具等を準備する

など、宿泊環境の整備に努める。 

 

２ 宿泊本部の設置 

 ［国スポ］ 

  宿泊申込み及び変更、取消しに関する一連の業務を迅速かつ正確に処理するため、県

及び会場地市町村に宿泊本部を設置する。 

 ［障スポ］ 

  宿泊申込み及び変更、取消しに関する一連の業務を迅速かつ正確に処理するため、県

に宿泊本部を設置する。 

 

３ 宿泊料金の決定 

 ［国スポ］ 

参加者の宿泊料金については、先催県の事例も参考に、県が旅館等の関係団体との協

議結果を踏まえ、公益財団法人日本スポーツ協会と協議し、公益財団法人日本スポーツ

協会において決定する。 

 ［障スポ］ 

  参加者の宿泊料金については、国スポの宿泊料金を基本とし、旅館等の関係団体と協

議し、県が決定する。 

 

４ 標準献立の作成 

  参加者に提供する食事は、安全・安心で栄養バランスに配慮するとともに、温暖な気

候、豊かな自然に恵まれた宮崎県ならではの多彩な食文化と新鮮な農林水産物を生かし

た郷土色豊かなものを提供する。 

  また、選手が十分に活躍できるよう標準献立を作成するとともに、調理関係者等を対

象に講習会を開催し、標準献立の普及に努める。 

 

５ 弁当の調達 

 ［国スポ］ 

  昼食弁当については、県及び会場地市町村が、必要に応じて調達斡旋を行う。 

 ［障スポ］ 

昼食弁当については、県が、必要に応じて調達斡旋を行う。 

 

６ その他 

  上記のほか、宿泊業務の実施に関して必要な事項については、別に定める。 

 

 

 

 



 

 
 

第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 
医事・衛生基本計画（案） 

 

第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会医事・衛生基本方針に基

づき、県、会場地市町村及び関係機関・団体等は、相互に緊密な連携を図り、医事・衛生

業務を円滑に推進する。 

 

１ 医療救護対策 

（１）救護所及び救護本部の設置 

   選手・監督、役員、視察員、報道員及びその他関係者並びに一般観覧者（以下「参

加者等」という。）の傷病の発生に速やかかつ適切に対処するため、開・閉会式会場､

競技会場等に救護所を設置する。 

     また、必要に応じ医療救護業務を統括するため、救護本部を設置する。 

（２）傷病の発生時の対応等 

   傷病の予防に関する啓発及び発生時の患者への対応については､パンフレットの作成

・配布等により、各都道府県、宿泊施設、医療機関等に周知徹底を図る｡ 

 

２ 防疫対策 

（１）防疫に関する知識の普及及び意識の啓発 

   参加者等の感染症の発生を予防し、そのまん延を防止するため、関係機関及び関係

団体等の協力を得て、防疫に関する知識の普及及び意識のより一層の啓発を図る。 

（２）健康診断の実施 

   参加者等の、特に消化器系感染症の発生予防のため、宿舎、弁当調製施設等の業務

従事者を対象とした、保菌検査（検便）等の健康診断実施の励行に努める。 

 

３ 食品衛生対策 

（１）食品衛生に関する知識の普及及び意識の啓発 

   食品に起因する衛生上の危害を防止するため、宿舎及び食品取扱施設の営業者等に

対し、食品衛生に関する知識の普及及び意識のより一層の啓発を図り、あわせて自主

的な衛生管理の向上を促す。 

（２）監視・指導の実施 

   宿舎や弁当調製施設など食品取扱施設を対象に、監視・指導を行う。 

 

４ 環境衛生対策 

（１）会場及び生活環境の美化 

   参加者等に清潔で快適な環境を提供するため、開・閉会式会場、競技・練習会場、

河川・道路等公共の場所及び観光地等の清掃を実施するとともに、廃棄物の不法投棄

の防止を図り、会場等の美化に努める。 

（２）廃棄物の発生抑制及びリサイクルの推進 

   競技会場等における廃棄物の発生抑制に努めるとともに、分別収集を徹底し、可能

な限りリサイクルを行う。 

 

第２号議案 



 

（３）宿舎の衛生対策 

   宿泊者が快適に過ごせるよう、宿舎に対して必要な指導等を行い、宿舎の衛生対策

に努める。 

（４）飲料水の衛生対策 

   安全な飲料水を確保するため、必要に応じて水質検査等を行い、飲料水の衛生対策

に努める。 

（５）衛生害虫等の駆除 

   生活環境の衛生保持を図るため、必要に応じて衛生害虫等の駆除を行い、発生源対

策に努める。 

（６）動物の適正管理 

   会場及び宿舎等の周辺における動物による危害防止を図るため、動物の適正管理等

の対策に努める。 

（７）受動喫煙防止対策 

   望まない受動喫煙が生じないよう､競技会場等における受動喫煙防止対策に努める。 

 

５ 馬事衛生対策 

（１）防疫対策   

   馬術競技出場馬の防疫に万全を期するため、関係機関・団体等の協力を得て、防疫

検査や消毒、害虫駆除等の必要な防疫措置等を行い、伝染病の発生防止に努める。 

（２）出場馬の健康管理 

出場馬の健康保持のため、健康検査や健康観察、装蹄等を実施し、傷病の発生に速

やかに対応できる診療体制を整える。 

（３）厩舎等の管理運営 

   出場馬の円滑な入退厩、敷料等の確保や施設の衛生対策等、厩舎等の管理運営を適

切に行う。 

 

６ その他 

  上記のほか、医事・衛生業務の実施に関して必要な事項については、別に定める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会  

宿泊基本方針改正（案） 

 

 １ 改正の理由 

   本基本方針及びその他の県準備委員会規程における表記を統一するため、以下のと

おり所要の改正を行うもの。 

 

２ 改正の内容 

  第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 

宿泊基本方針（別紙１のとおり） 

改 正 前 改 正 後 

 （略） 

 １ （略） 

 ２ （略） 

 ３ 宿泊料金 

   国スポ参加者の宿泊料金は、県

準備（実行）委員会及び旅館等の

関係団体との協議を経て、公益財

団法人日本スポーツ協会において

決定する。 

   障スポ参加者の料金は、国スポ

宿泊料金を基本とし、県準備（実

行）委員会が決定する。 

 

 （略） 

 １ （略） 

 ２ （略） 

 ３ 宿泊料金 

   国スポ参加者の宿泊料金は、県

及び旅館等の関係団体との協議を

経て、公益財団法人日本スポーツ

協会において決定する。 

   障スポ参加者の宿泊料金は、国

スポ宿泊料金を基本とし、県が決

定する。 

 

 

第３号議案 



 

 

 
第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 

宿泊基本方針（案） 

 

 

第８１回国民スポーツ大会（以下「国スポ」という。）及び第２６回全国障害者スポー

ツ大会（以下「障スポ」という。）に参加する選手・監督、役員、視察員、報道員及びそ

の他関係者（以下「参加者」という。）の宿泊及び食事については、国スポ及び障スポ（

以下「大会」という。）の参加者がそれぞれの分野で十分な活躍できるよう、おもてなし

の心で温かく迎えるとともに、宮崎の多彩な魅力を全国へ発信するため、次の方針に基づ

き実施する。 

 

１ 宿 舎 

（１）参加者の宿舎は、原則として、会場地市町村内の旅館（旅館業法の許可を受けて営

業を行う旅館、ホテル及び簡易宿所をいう。以下同じ。）を利用する。 

（２）会場地市町村内の旅館で参加者の収容が困難な場合は、その地域の実情に応じ、関

係機関・団体等と協議の上、公共施設、民家等及び近隣市町村（原則として県内）の

旅館等を利用する。 

（３）風紀上、衛生上及び安全対策上等の理由により、支障があると認められる施設は宿

舎として利用しない。 

 

２ 配 宿 

（１）国スポにおける選手・監督及び競技会に関わる役員(以下｢選手・監督等｣という。)

の配宿は、競技会場及び練習会場までの交通状況等を考慮し、会場地市町村が行う。 

   ただし、近隣市町村(原則として県内)の旅館等に配宿する場合及び選手・監督 

等を除く参加者の配宿は、県と会場地市町村が協議して行う。 

   障スポ参加者の配宿については、県が行う。 

（２）大会の選手・監督の宿舎は、都道府県別、競技別、競技種別及び男女別を考慮して

配宿する。 

（３）役員、視察員、報道員等の宿舎は、原則として、選手・監督の宿舎とは別にする。 

（４）障スポ参加者にとって、利用しやすい宿泊施設に配宿するよう努める。 

 

３ 宿泊料金 

  国スポ参加者の宿泊料金は、県及び旅館等の関係団体との協議を経て、公益財団法人

日本スポーツ協会において決定する。 

  障スポ参加者の宿泊料金は、国スポ宿泊料金を基本とし、県が決定する。 

 

４ 食 事 

  参加者に提供する食事は、安全・安心で栄養バランスに配慮するとともに、温暖な気

候、豊かな自然に恵まれた宮崎県ならではの多彩な食文化と新鮮な農林水産物を生かし

た郷土色豊かなものを提供する。 

 

令和 3 年(2021 年)7 月 5 日 
第 ８ 回 常 任 委 員 会 決 定 

第３号議案 別紙１ 



そ の 他 

 

 

第８１回 国 民 ス ポ ー ツ 大 会  

第２６回 全国障害者スポーツ大会 

宮崎県準備委員 会 
 

 

第２回宿泊・衛生専門委員会 
 

 

 

 

 

 

 

（１）宿泊・衛生専門委員会に係る組織再編成について・・・・・・・・・・Ｐ１～Ｐ２ 

（２）宿泊施設基礎調査の実施について・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年１２月１７日（金） 

県防災庁舎防５２・５３号室 

資料３ 



Ｒ４設置予定 

Ｒ５設置予定 

Ｒ４設置予定 

Ｒ５設置予定 

 

 

宿泊・衛生専門委員会に係る組織再編成について（案） 
 

 

１ 概要 

審議の効率化と委員の負担軽減を図るため、宿泊・衛生専門委員会を「宿泊・衛生専門委員会」、

「医療救護専門委員会」及び「馬事衛生専門委員会」に再編する。 

 

２ 再編成（案） 

＜現状(予定含む)＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜再編成後＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ 県準備委員会第９回常任委員会（令和４年１月３１日開催予定）において、専門委員会規程

改定(案)を審議予定。 

常任委員会 宿泊・衛生専門委員会 

その他（１） 

宿泊部会 

献立・弁当部会 

医事・衛生部会 

馬事衛生部会 

常任委員会 宿泊・衛生専門委員会 

医療救護専門委員会 

馬事衛生専門委員会 



 

 

３ 現在の構成メンバーによる組織再編成のイメージ 

専門委員会名 宿泊・衛生専門委員会 医療救護専門委員会 馬事衛生専門委員会 

構 成 

宮崎県旅館ホテル生活衛生同

業組合  
宮崎県医師会 宮崎県獣医師会 

日本旅行業協会宮崎県地区委

員会 
宮崎県歯科医師会 

宮崎県農政水産部畜産新

生推進局家畜防疫対策課 

宮崎県観光協会 宮崎県看護協会  

全国旅行業協会宮崎県支部 宮崎県薬剤師会   

宮崎県食品衛生協会 日本赤十字社宮崎県支部  

宮崎県栄養士会 
宮崎県福祉保健部医療薬

務課 

 

宮崎県スポーツ協会 
宮崎県福祉保健部健康増

進課感染症対策室 

 

宮崎県障がい者スポーツ協会 
  

宮崎県福祉保健部衛生管理課 
  

宮崎県商工観光労働部観光経

済交流局観光推進課 

  

 

このほか、先催県の事例等を参考に、競技団体や会

場地市町村等の関係団体・機関から新たに委員の追

加を検討する。 



宿泊施設基礎調査について（概要） 
 

                       

 

１ 調査目的 

  大会参加者の円滑な配宿を実施するにあたり、大会参加者の宿舎として使

用可能な営業宿泊施設の実態を把握するとともに、第８１回国民スポーツ大

会・第２６回全国障害者スポーツ大会の開催を周知し、客室提供について協力

依頼するために実施する。 

 

２ 調査内容 

（１）宿泊施設名、所在地、連絡先、施設区分、客室形態、サービス状況（食

事の提供等）、設備状況等 

（２）国民スポーツ大会開催予定期間（令和９年月９中旬～１０月中旬の１１

日間以内・土日込）における客室提供意向（収容可能人数） 

（３）全国障害者スポーツ大会開催予定期間（令和９年１０月下旬の３日間）

における客室提供意向 

 

３ 調査に係るスケジュール（令和４年度） 

    ５月  ○ 調査票送付、客室提供依頼（県→宿泊施設） 

    ６月  ○ 調査票提出（宿泊施設→会場地市町村） 

        ○ 市町村別調査結果提出（会場地市町村→県） 

   １２月   ○ 第３回宿泊・衛生専門委員会にて報告（調査結果等） 

 

４ 調査実施フロー 

 

 

 

 

 

県準備委員会
事務局

調査対象
宿泊施設

○県福祉保健部
衛生管理課

○宮崎市保健所

①協力依頼 ③情報提供

⑦市町村施設一覧・調査
様式等参考配布

⑪調査票・宿泊施設一覧表
提出 ⑩宿泊施設一覧表作成

⑥調査依頼（調査票等送付）

⑨調査票提出

県ホテル旅館生活
衛生同業組合

県ホテル旅館生活
衛生同業組合各支部

協力依頼 周知

②協力依頼

⑧調査票記入

会場地市町村

④情報提供

⑤調査対象

宿泊施設の

選定

その他（２） 



参考資料 

 

 

第８１回 国 民 ス ポ ー ツ 大 会  

第２６回 全国障害者スポーツ大会 

宮崎県準備委員 会 
 

 

第２回宿泊・衛生専門委員会 
 

 

 

 

 

 

 

参考資料（１） 先催県での宿泊・衛生業務の概要・・・・・・・・・・・・・Ｐ１～Ｐ６ 

参考資料（２） 宿泊及び献立・弁当業務 開催年までのイメージ図・・・・・Ｐ７ 

参考資料（３） 医事・衛生及び馬事衛生業務 開催年までのイメージ図・・・Ｐ８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年１２月１７日（金） 

県防災庁舎防５２・５３号室 

資料４ 



 

 

先催県での宿泊・衛生業務の概要 
 

１ 先催大会での宿泊状況（配宿決定時の延べ人数）   

単位：人・延べ人数 

回(開催年) 開催県 
国民体育大会 全国障害者 

スポーツ大会 
合計 

会期前競技 本大会競技 

72(2017) 愛媛県 14,985 155,318 28,666 198,969 

73(2018) 福井県 24,039 142,077 26,439 192,555 

74(2019) 茨城県 18,189 146,680 
台風接近によ

り中止 
 

平均 
19,071 148,025 

27,552 195,762 
167,096 

  

※ 国民体育大会（以下、「国体」という。）及び全国障害者スポーツ大会（以下、「障スポ」と 

いう。）の配宿対象者は、選手・監督、役員、視察員、報道員及びその他関係者 

 
 

  
 

参考資料（１） 

＜歓迎のぼり（茨城）＞ 

 
＜宿泊本部（福井）＞ 

 

＜宿泊支援用具（バスチェアー・
バスボード）＞ 

 

＜歓迎グッズ（愛媛）＞ 

 



  

 

２ 配宿業務に関する状況 

 
 ＜国体（国スポ）合同配宿方式イメージ図＞ 

 
               合同配宿本部 
 
 
            県実行委員会 
 
               連絡・調整 
        

配宿センター（受託事業者） 
 
               連絡・調整 
 
            会場地市町村実行委員会 
             

 
 
＜国体（国スポ）の配宿責任＞ 

大会参加者区分等 
配宿責任 

県 市町村 
選手・監督  ○ 

役員 

競技会役員（競技団体会長等） 
競技役員（審判等） 

 ○ 

大会役員（文科大臣、日スポ協会長、開催県知事等） 
都道府県本部役員（参加選手団団長、総監督等） 

○  

視察員（各都道府県スポ協、後催県実行委員会関係者等） ○  
報道員 ○  
その他関係者 ○  

茨城国体（2019年開催）配宿実績 
配宿実績人数（延べ人数） 10,154人 126,209人 
配宿割合 7.4％ 92.6％ 

 
 
＜障スポ宿泊･輸送業務イメージ図＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宿
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施
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加
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③配宿調整 

・決定 

①宿泊申込書 

発送 

②宿泊申込み 

④決定通知書 

送付 

 

選手団等 

宿泊・輸送センター 

 

宿泊施設 

競技会場 指定乗降地：県内各駅等 

①宿泊申込書発送 

②申込み ⑤通知 

④決定 ③調整 

県 

実 

行 

委 

員 

会 

宿泊 

業務 

輸送 

業務 

宿泊・輸送を 

一体的に実施 



３ 国体・障スポに係る弁当発注状況                     
単位：個 

 
日  程 

愛媛県 
発注数 

福井県 
発注数 

茨城県 
発注数 

平 均 

国 
 
 
 
体 
 

式典リハ 6,480 4,875 6,220 5,858 

総合開会式 13,509 12,215 12,852 12,858 

総合閉会式 4,591 4,135 3,895 4,207 

合  計 24,580 21,225 22,967 22,924 

※ 競技会場は、会場地市町村が対応 
                                   単位：個 

 
日  程 

愛媛県 
発注数 

福井県 
発注数 

茨城県 
発注数 

平 均 

障 
 
ス 
 
ポ 
 

式典リハ 4,408 3,075 3,250 3,577 

公式練習 9,232 7,569 8,573 8,458 

開会式 19,320 11,125 12,364 14,269 

競技会 13,060 21,163 17,982 17,401 

閉会式 12,906 8,020 8,884 9,936 

合  計 58,926 50,952 51,053 53,643 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜福井国体・障スポの式典弁当＞ 

 
＜栃木国体・障スポの標準献立集＞ 

 



 
４ 救護所における医療スタッフ配置状況（延べ人数） 
 

回 

(開催年) 
開催県 区分 

医師・ 

歯科医師 
看護師 保健師 

ｱｽﾚﾁｯｸ 

ﾄﾚｰﾅｰ 
合計 

72(2017) 愛媛県 

国 体 269 436 366 52 1,123 

障スポ 70 117 50 0 237 

総 計 339 553 416 52 1,360 

73(2018) 福井県 

国 体 202 390 353 35 980 

障スポ 78 82 37 0 197 

総 計 280 472 390 35 1,177 

74(2019) 茨城県 

国 体 206 239 456 25 926 

障スポ 63 103 93 0 259 

総 計 269 342 549 25 1,185 

平 均 

国 体 225 355 391 37 1,008 

障スポ 70 100 60 0 230 

総 計 295 455 451 37 1,238 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜救護所(茨城)＞ 

 

＜医薬品等棚(愛媛)＞ 

 

＜熱中症対策チラシ(茨城)＞ 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

＜ゴミ収集活動（茨城）＞ 

 

＜動画視聴による講習会(栃木)＞ 

 

＜宿舎衛生・食品衛生の手引き(愛媛)＞ 

 

＜食品衛生対策啓発チラシ（三重）＞ 

 

＜分別回収（福井）＞ 

 

＜感染症予防の啓発ポスター（福井）＞ 

 



５ 馬事衛生業務に係る畜産系職員動員数 
                                         単位：人 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ※補足事項 
 ・愛媛県 ･･･ 同会場で県外開催を実施した和歌山国体を参考にほぼ同数を動員。常駐者、班長

以外は交代勤務。 
 ・福井県 ･･･ 県外開催を実施した和歌山・愛媛を参考に動員計画を作成したが、派遣数を抑え

ることとなり、獣医師が従事する業務を整理。東京国体を参考に 12名（うち 1
名は副本部長）の獣医師と畜産課系職員 25名を動員。全職員約 10日間連続勤
務。 

 ・茨城県 ･･･ 自県開催した第 71回岩手国体を参考に動員（獣医師約 25名、一般職員 20名）
を依頼。 

 
 
 

＜消毒作業（茨城）＞ ＜入厩時の消毒（福井）＞ 

＜馬事衛生本部（愛媛）＞ ＜馬体検査（福井）＞ 

7日 8日 9日 10日 11日

移動 消毒 準備 入厩 入厩 入厩 退厩 退厩 退厩 退厩 退厩 片付け 移動

獣医職 4 9 18 18 18 26 25 12 13 13 12 12 4

一般職 0 2 17 17 17 17 18 6 15 15 15 15 1

合　計 4 11 35 35 35 43 43 18 28 28 27 27 5

獣医職 1 6 12 11 11 11 11 11 11 11 11 12 0

一般職 1 4 24 25 25 25 25 21 20 20 20 19 1

合　計 2 10 36 36 36 36 36 32 31 31 31 31 1

獣医職

一般職

合　計

2017年
愛媛県

2018年
福井県

2019年
茨城県

兵庫県
三木市
（県外）

静岡県
御殿場市
（県外）

那珂市
（県内）

4日 5日 6日

9名（畜産職等6名、事務職3名）

46名

12日 13日

37名

競技
1日 2日 3日

開催県

日程


